
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2011 年度愛知教育大学緊急節電対策の啓発活動として，「AUE News」で省エネに関するニュ

ースをお知らせします。今回は№5（作成は「省エネワーキンググループ」）です。節電にご協力くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6日(火) 役員部局長会議（13：00～ 学長室） 

7 日(水)  教務企画委員会 （13：30～ 第二会議室） 
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省エネニュース＠愛教大 

 

行事予定（9 月 1‐15 日） 

 



        学生支援委員会（13：30～ 第五会議室） 

  12 日(月) 教員人事委員会（10：00～ 第五会議室） 

    13 日(火) 役員会（13：00～ 学長室） 

  14 日(水) 代議員会（13：30～ 第五会議室） 

        教育研究評議会（代議員会終了後 第五会議室） 

 

                   

 

 

 

本学に導入した地下水浄化サービス事業が8月17日(水）

から運用開始となり、同日午後、プラント前で、関係者

約30人が出席して通水式が行われた。 

冒頭、松田正久学長が「大学の運営上、経費削減は大

きな課題であり、今回の地下水浄化サービスの利用で年

間800万円程度の削減ができる予定。また本学が提唱し

ている、環境重視型エコキャンパスの創造に沿った計画

でもあります」とあいさつし、学長、理事によりテープ

カットが行われた。続いて、松田学長が始動ボタンを押

して装置が起動、プラントの本格運用がスタートした。早速、参加者が試飲し、「今までの水よ

り冷たい」などと違いを確認して式を終えた。 

このプラントは、地下水を処理して飲料水として既存の受水槽に送る仕組み。地下水9：水道

水1の割合でブレンドすることで大幅な経費削減が図れる予定。また、地下水は年中一定の水温

のため、夏は冷たく、冬は温かい水を供給することができるなどのメリットもある。 

                            （施設課課長補佐 加藤正俊） 

 

 

 高校生を対象にしたサイエンス・サマー・キャン

プが 8 月 18 日（木）、19 日（金）、本学の自然科

学棟などを会場に開催された。 

 今年で 6 年目。2 日間にわたって、物理学、化学、

生物学、地学、天文学と理科の各科目で大学レベル

の高度な実験や観察を体験し、自然科学を学ぶ楽し

さを実感してもらうのが狙い。今年は県内を中心に、

東京、熊本などからも合わせて計 23 人が参加した。 

 18 日は午前 9 時から開講式とガイダンスがあり、

星博幸准教授（理科教育）が「高校ではなかなかできない理科のすべての科目の実験・観察をし

ます。皆さん、この機会に新しい発見をしてください」とあいさつし、スケジュールの案内、講

師や学生アシスタント、受講生の紹介、集合写真の撮影が

行われた。9 時 40 分からは、物理学講座がスタート。岩

山勉教授の指導で「身近な現象を物理の眼でみてみると」

と題した講座では、光と色の 3原色の違いやＬＥＤライト

などについて学んだ。分光シートを通しての光の観察では、

思わず「お～！」と声が上がり、色が混ざっていることを

実感。また、実験用の発電キットを組み立ててＬＥＤライ

トを灯す実験にもチャレンジした。 

 午後は星准教授による地学講座「川砂に見る驚きの世

界」、夜には澤武文教授による天文学講座「小型天体望遠鏡を使った星の色の観察」、翌 19 日

には稲毛正彦教授による化学講座「光（電磁波）で見る分子の世界」、菅沼教生教授による生物

学講座「DNAの抽出と電気泳動」を受講して、理科の幅広い分野の楽しさを体感。 

トピックス 

地下水浄化サービス通水式（8/17） 

 

高校生サイエンス・サマー・キャンプ（8/18,19） 



 また、多くが宿泊した刈谷市洲原ロッジでは

学生や教員と歓談したり、2 日目の昼食時には

大学構内を学生の案内で見学したりと、先生や

学生と交流しながら大学生活について知ること

もでき、高校生たちは 1泊 2日のキャンプを満

喫した様子だった。 

 

 

 

 「第１回東海地区小学校教師のための理科実験セミナー」が 8 月 19 日（金）、22 日（月）、

本学自然科学棟で開催された。 

 このセミナーは，日本理科教育振興協会が主催，本学などの共催で開催。東京，大阪地区では

既に実施されているが，東海地区では初めて。今回は両日で物理，地学，化学，生物の計 8講座

が開かれ，愛知，岐阜，三重の 3県から延べ 40人余が受講した。 

19 日の開校式では，同協会の大久保昇会長が「今回の学習指導要領の改正で，日本のリーダ

ーを育てるためには，自分の意見をしっかりまとめて話せる能力を重視。それには理科は大切で

す。先生方にはセミナーでの体験を学校現場で生かしていただきたい」などとあいさつ。本学の

松田正久学長も「本学も，ものづくり推進の授業や訪問科学実験などを行い，理科好きの学生を

育てる取り組みを行っています。子どもたちはバー

チャルな世界に親しんでいますが，理科や科学でリ

アルな世界を知ることが必要。実験を楽しんで，理

科の楽しさを子どもたちに伝えてください」と受講

生に語り掛けた。 

 両日，午前と午後に各分野の講座を開講。物理講

座では，岩山勉教授の指導で受講者は新学習指導要

領の「電気の利用」単元に沿って，電気の働きにつ

いて学び，授業の際の導入用の手回し発電機やコン

デンサーを使ったおもちゃを作成した。受講者は

「理科の専門でないので，安全で楽しい，ためになる実験を知りたいと参加しました」「小学生

が楽しめる実験を学んで帰りたい」と意欲的に実験に参加していた。 

 その他の講座では，地学「新学習指導要領“月と太陽”単元」，化学「化学薬品と実験器具の

安全な取り扱い方」，生物「昆虫とメダカの飼育と観察方法の基礎」の内容で行われた。 

 

 

 刈谷駅前商店街とのコラボレーションによる展覧会「パネル展 日本の地獄絵」が，8 月 19

日（金）～28日（日），刈谷市の駅前ギャラリー「スペース Aｑua（アクア）」で開催された。 

 同商店街振興組合と本学による今年度のコラボレー

ション事業「ＵＮＯセレクション」の第 4弾。地獄絵

研究の第一人者，本学の鷹巣純准教授（美術教育）が

研究する地獄絵をパネルで紹介するのが同展。地獄絵

の始まりから，江戸時代に人気を博した地獄絵まで，

地獄絵と解説の計 127点で，その人気の秘密に迫った

ユニークな展覧会。 

 20 日（土）午後には，江戸の地獄絵講座「熊野観

心十界図と絵解き」と題して，鷹巣准教授がレクチャ

ー。江戸時代に地獄絵の絵解きが女性の間でブームになり，そこには女絵解き師・熊野比丘尼た

ちの活躍があったなどと，地獄絵の歴史や人気の秘密を軽妙な語り口で紹介。28 日も「熊野比

丘尼と浄土双六」のテーマで，人々が極楽に行きたいと願って挑んだ“死後の人生ゲーム”浄土

双六についての講演が行われた。両日とも定員いっぱいの約 30人が熱心に耳を傾けた。 

小学校教師のための理科実験セミナー（8/19，22）  

日本の地獄絵展（8/19-28） 

 



鷹巣准教授は「地獄というと恐ろしい場所を思われますが，

極楽への通り道。地獄絵には苦しみだけでなく救いも描かれ

ていて，ものすごくたくさんの絵が描かれています。絵の語

りも一通りでないはずで，複雑な構成があって飽きません。

鬼の顔もどこか間が抜けていて，ユーモラス（笑）。夏休み

中なので，親子連れにも楽しんでもらえるように，展示の高

さも工夫しました」とアピール。講演後も，参加者からの質

問が絶えず，死後の世界に多くの来場者が魅了された様子だ

った。 

 

 

 2011 年度の教員免許状更新講習として、新聞を使った NIE講座が 8月 22日（月）～24日（水）

に第一共通棟で開催された。 

 学校と新聞社が協力して NIE（教育に新聞を）活動が行われており、同講座では実際に新聞制

作に携わる講師から新聞の作り方・読み方の説明を受けて理解し、新聞制作や模擬記者会見を通

して、学校でのコミュニケーション指導に役立てるのが狙い。各日、定員いっぱいの約 50 人が

参加した。 

 22 日は新聞切り抜き作品づくりに挑戦。各自があらか

じめ決めた「震災」「エネルギー問題」「夏休み」などの

テーマにそって準備した新聞の切り抜きを模造紙にレイア

ウト。受講者は「やってみると以外に難しい」と悩みなが

らも、切り抜きを張り、見出しを書き込んでオリジナル作

品を完成させた。 

 23 日（火）は、土屋武志教授（社会科教育）が新聞を

使ったコミュニケーションについて「子どもの読解力を養

うのに、新聞は一つのトレーニング材料になります」などと新聞が教育に有用なことを紹介。そ

の後、中日新聞編集局の佐藤亮局次長による「ある日の編集室」と題した講義が行われ、東日本

大震災のニュースをどのように報道したかを、実際の

紙面を見せながら解説。どのように紙面が作られたか、

新聞記者の取材の様子など、制作者ならではの話が語

られ、受講者は画面に食い入るように聴き入っていた。

午後からは、インタビューにも挑み、地雷撲滅運動に

取り組む立命館大学院生の柴田知佐さんを迎え、記者

会見方式でのインタビューし、記事にまとめた。 

 最終日の 23 日には学級新聞や学級通信の制作を学

ぶ講習もあり、実際に作成し、講師による講評が行われた。 

 

 

 8月22日（月）午後2時～4時、附属岡崎小学校の会議室で、岡崎労基署監督官、戸嶌浩視氏に

よる労基法の説明・学習会を行いました。参加は、附属三校（小・中・養護）の教諭・校長・副

校長・教頭あわせて約60名。大学法人から、総務担当理事、附属学校部長、同課長、人事課係長

が出席しました。 

 約80分間、監督官が、憲法論にはじまり、自由

と義務の検討も経て、労基法とは何か、それが

「強行法」（任意法ではない）の性格をもつのは

なぜか、密接に関わる労働安全衛生法の要件は何

か、などを相当量のパワーポイントのスライドを

使って説明しました。 

 質疑では、「公立学校教員と附属学校教員とで

は（勤務の仕方で）どう違うのか」「（自主的な）

教員免許状更新講習で NIE 講座（8/22-24） 

 

労基法の説明・学習会（8/22） 

 



研修の部分をどう考えたらいいのか」「労基法はそもそも『労働』をどういうように規定してい

るのか」などの論点が出され、監督官は、「法人の職員としては労働形態の問題は企業体と一緒

で、（国家公務員時代にはなかったが）今は監督署のウォッチングを受けている」「業務につな

がる活動は全て労基法の言う労働だ、と考えている」などと応答しました。 

 最後に、理事が、戸嶌氏への謝辞を述べたあと、参加者に対して、「今回の学習会を活かして、

働きやすい職場をめざし、健康な状態で子どもの前に立って実践のできる附属学校をつくり上げ

ていただきたい」とあいさつしました。                  （総務担当理事 折出健二） 

                      

 

 「大学職員力を鍛える」をテーマとした 2011 年度のＩＤＥ大学セミナーが，8 月 23 日（火）

に名古屋大学野依記念学術交流館カンファレンスホールにて開催されました。 

 午前の部は「課長が職場と大学を変える」という題

目で中央大学横浜山手経営再生室の横田利久部長の講

演がありました。中央大学に入職して課長になるまで

の体験，課長として総合政策学部を新設するにあたっ

ての取り組みなどが紹介され，実現するための戦術と

して，ブレないように自らの確信と決意に基づく「①

教学現場の職員にとっての大学改革とは，学生サービ

スの革新である②職員として初心に帰って仕事の在り方を原点から問う」との方針を毎年課員に

徹底してきたことなどを熱く語りかけ，好評を博していました。 

 また午後の部は福井大学の高梨桂治理事・事務局長，本学の白石薫二理事・事務局長，岐阜聖

徳学園大学の林憲和学生課長，愛知東邦大学の藤井玲

子教務課長からそれぞれ話題提供がありました。白石

理事・事務局長は「実践の中で事務系職員の意識を変

え元気にしやる気を持たせる！」との演題で講演。

「トップダウン，ボトムアップだけでなく横から目線

で大学改革に取り組んできた気がする」と述べ，豊富

な大学事務の経験から，事務改革，多種多様な収入増

の方法での取り組み例を紹介。また物事を進める上で

のポイントとして時間をかけてやるべきか，迅速に対

応すべきかの判断が重要とし，「まずやってみよう，だめなら見直せばいいと職員に言ってきた」

と課長職のみならずどの事務職員にとっても意欲を高めていく大切な視点が語られ，多くの参加

者から関心が寄せられました。                    （財務課長 福井豊） 

 

 

 本学での大学生の職業体験「インターンシップ」の受け入れが 8 月 24 日（水）から始まった。

9月 2日（金）まで。 

2011 年度は県内の大学生 14人が参加。24日は第五会議

室でのオリエンテーション，開講式，大学事務の基礎知識

や業務の説明，学内の施設見学が行われ，午後 3時過ぎに

配属部署に分かれて業務体験がスタートした。配属された

各部署では，それぞれ職員から指導を受けて，業務に取り

かかった。 

法人運営課に配属された 2人のインターンシップ生は，

課の業務の概要を聞いた後，広報や秘書の仕事を実際に体

験。高校生の大学見学の対応やインタビューのテープ起こ

し，学生の出身地を集約したマップ作り，会議の準備などを職員に手順を聞きながら，慣れない

ながらも一つ一つ丁寧に取り組んだ。 

期間中，大半の学生が前後 2期に分けて，異なった部署で業務を体験。最終日には体験のまと

めの発表や閉講式が予定されている。 

インターンシップ（8/24-9/2） 

 

ＩＤＥ大学セミナー（8/23） 

 



 

 

 私立藤ノ花女子高等学校（豊橋市）の 1、2年生計 35人

と教員 2 人が、8 月 24 日（水）午前、本学を見学に訪れ

た。 

 バスで到着すると、法人運営課職員の案内で第一共通棟

315 教室へ移動、総務課職員から大学概要を、教務課職員

からカリキュラムについて説明を受けた。附属図書館では

職員から図書館の概要説明などを聞きながら、豊富な教育

関係の書籍や女性専用閲覧コーナーを興味深そうに見て回

った。少し早めの昼食を生協の食堂で味わい、キャンパスライフをちょっぴり体験して、正午過

ぎに本学を後にした。 

 25 日（木）午前には、富山県立八尾高等学校の 1

年生 12 人と教員 2 人が来学。本部棟第五会議室で、

大学概要や入試について各担当職員から説明があり、

続いて模擬授業が行われた。富山県で高校までを過

ごした山口匡准教授（学校教育）が、「教育入門一

歩前：学校を考えるためのウォーミングアップ」と

題して、大学での授業や日本での学校教育の変遷な

どを約 50 分間講義。高校生たちは、「高校での授

業と違って難しかった。自分で考えることが大切だと感じた」などと感想を口にし、代表者が

「ありがとうございました」とお礼の言葉を述べた。その後は、附属図書館の見学，生協の食堂

で昼食をとり、正午にはバスで出発して、見学を終了した。 

 

 

 8 月 27 日（土），本学においてＫＡＧＡＣ教員免許状更新講習（ｅラーニング）修了認定試

験が行われた。 

これは，金沢大学，東京学芸大学，千歳科学技術大

学と本学の 4大学が連携し，インターネットを利用し

て講習した後に最終試験として全国 5地区の会場（北

海道，関東，東海，北陸，関西）に分かれて実施され

たもの。 

 教員免許更新制は 2009 年度から本格実施し，今回

が 3回目。更新制は「教員としての必要な資質能力が

保持されるよう，最新の知識技能を身に付けることで

教員が自信と誇りを持って教壇に立ち社会の尊敬と信頼を得ることを目指すもの」とされている。 

本年度は全体で 2，313 人が受験し，東海地区の会場の一つとなった本学の受験者数は必修領

域が 535人，選択領域が 629人に上った。試験はこの日午後，第一，二共通棟の大講義室で行わ

れたが，教育創造開発機構運営課職員，学生らが朝から入念に準備。受付時には多くの受験者が

行列を作ったが，試験本部に岩崎公弥理事が詰め，教員が手分けをして試験監督を務め，大きな

トラブルもなく，無事終了した。       （教育創造開発機構運営課課長補佐 近藤修） 

 

 

 本学の入試とＧＰＡ（学生の成績評価値）の関係を探

る「ＧＡＰ分析および入試成績に関する分析結果報告会」

が 8 月 29 日（月）午前，本部棟第五会議室で行われた。 

 報告会には松田正久学長をはじめ，役員や幹部職員な

ど 20 人ほどが参加。最初に，村松常司特別研究員が収

集した全国の教育大学の偏差値や推薦入学の実施状況，

選抜結果，入試科目などの詳細なデータを示し，本学と

私立藤ノ花女子高校，富山県立八尾高校が本学見学（8/24、25） 

 

ＫＡＧＡＣ教員免許状更新講習（ｅラーニング）修了試験（8/27） 

 

ＧＰＡと入試成績に関する分析報告会（8/29） 

 



の比較，最近の傾向や課題を洗い出した。出席者から「推

薦により質の高い学生が集まる効果はあるのか」など，今

後の入試の方向性を探る質問がされた。 

次いで，佐藤洋一特別研究員が，「入試・ＧＰＡ・進路

に関する調査結果」と題して，センター試験と個別学力の

相関，入試と学業成績の相関などについて，細かな分析の

結果を説明。グラフや相関図を示して，「ＧＰＡと教育実

習にプラスの相関がある」などと報告。「ＧＰＡとの関係，入試との関係が分かってきた」「教

科ごとの分析をして，教員に分かってもらうことも大事」などの意見が交わされ，分析の必要性

と結果の有効利用が確認されて，この日の報告会が終了した。 

  

 

 東日本大震災の学習支援ボランティアを体験した学生が 8 月 30 日（火）に本学で，中日新聞

記者のインタビューに応じた。 

 教員を目指す学生たちの話を聞きたいと取材の申し入れがあり，第 3期（本学としては第 2弾）

で派遣された 5人のうち，都合のついた 3人の学生が対応した。 

 現地の印象や感想を聞かれた学生は，「一見，愛知

の子どもたちと変わらないように元気だったが，私が

分からなかった地鳴りが聞こえると言ってきて，今も

子どもたちの日常生活に震災の影響があることを感じ

た」「子どもたちから話を聞くことで心のケアができ

たらと思ったが，現地では何もしてあげられなくても

どかしかった」などと率直な思いを口にした。 

 「学んだことは？」の質問には「愛教大のボランテ

ィアで行ったことで，現地の先生たちの話を聞くなど

普通のボランティアではできないことができた。子どもたちにとって，学校が安心な場所でなく

てはならないと感じた」「先生は家族のことを心配する前に，子どもたちのことを心配した。本

当に覚悟がいる仕事だと思った」など，教師や学校についての役割やあるべき姿を確認するよう

に話した。 

 3 人は「行ってよかった。教員志望の人にはぜひ，ボランティアに行ってほしい」と口をそろ

え，「映像で見るのと，実際に現場に立つのとは全然違っていた」「地震が怖いというだけでな

く，普段の幸せや命の大切さを伝えられる」と，ボランティア参加で，将来に向けての決意と自

信を深めたようだった。 

 インタビューの模様は，8月 31日（水）の中日新聞朝刊（西三河版）に掲載された。 

 

 

 本学では東日本大震災の被災地の教育復興を支援する学生ボランティアの派遣を始めました。

ボランティア活動の報告を紹介します。 

 

 

 東日本大震災に係る教育復興支援ボランティアとし

て、本学にとっては第 1陣となる第 2期派遣チームが、

宮城県立志津川高等学校（宮城県南三陸町）での 8月

8日（月）から 12日（金）の 5日間にわたる夏季休

業中における学習支援を終了して、本学に戻ってきた。 
第 2期派遣チームには、本学からは井上佳菜（初

等・理科，1 年）さん、青木遥花（初等・理科，1 年）

さん、林茉里（初等・音楽，2年）さん、水谷香菜

（初等・音楽，2年）さん、冨田大樹（初等・数，3

年）さん、海平将旭（初等・理科，3年）さん、緒方

震災ボランティア学生を中日新聞が取材（8/30） 

 

第 1 陣第 2 期派遣（8/8-12） 

 

教育復興支援学生ボランティア報告 



佑香（初等・国際文化，4年）さんの 7人が参加した。10日（水）からは、宮城教育大学から羽

生静香（特別支援・3年）さんも参加し、学生 8人による学習支援となった。 

 7 日（日）21 時 15 分に名鉄バスセンターに集合したメンバー達は、21 時 30 分発の仙台行き

高速バスに乗り込み、言葉少なく目的地を目指した。9 時間 40 分の道のりを経て翌８日（月）7

時 10 分に仙台に到着し、直ちに宮城教育大学が用意してくれていたマイクロバスに乗り換え、

今回の世話人となった阿部理事と桑田さんとともに、津波による大きな被害を受けた宮城県南三

陸町にある宮城県立志津川高等学校に約 2時間をかけて移動した。 

8 日 9 時 45 分に志津川高校に到着し、日下校長及び佐

藤教頭を前に、自己紹介を行った後、学習支援を始めた。

活動場所は、校舎 2階にある学習室で、自学自習のために

通学してきた生徒から質問されたところを教えるという形

態で、毎日朝 10時から昼食を挟んで 15時まで行われた。

12 日（金）までの 5 日間は、毎日 10 名程度の生徒が固定

で参加し、学生はほぼマンツーマンで教える状態であった。 

また、10 日（水）には、佐藤教頭の配慮により、12 時

50 分から 13 時 30 分の間で志高避難所での昼食体験（お

にぎり、マフィン、飲み物が各 1個）と 15時から 16時の

間で避難所運営代表者山内氏、避難所自治会代表佐々木氏

などとの交流会があり、被災当日の状況や避難所を運営す

る上での苦労話など体験談の聞き取りが行われた。 

最終日の 12 日（金）には、活動終了後にお別れ会があ

り、生徒からのお礼の言葉と学生からの感想が述べられた。

泣きながら話をする場面もあり、それぞれの学生にとって、

印象深い経験になったものと思う。最後に、生徒も含めた

全員で記念写真を撮影し、帰路に着いた。仙台までのマイ

クロバス車内では、1 週間の共同生活により、来る時とは

雰囲気が異なり、さながら修学旅行のノリであった。 

活動期間中の宿泊場所は、「南三陸ホテル観洋」で、復

旧工事関係者やボランティア活動の宿泊利用とともに、被

災者の避難所にもなっていて、食事は一般の宿泊者とは別

に支援物資を中心としたメニューでセルフサービスだった

が、風呂は宮城県内では珍しい太平洋沿岸に湧き出た温泉が自慢のホテルだったため、朝日を見

ながらの朝風呂は最高で、疲れた体を癒やしてくれた。 

最後に、今回のボランティア活動のコーディネートを行っていただいた宮城教育大学の関係者

に感謝するとともに、本学学生には今後も継続的なボランティア活動への参加を伝えたい。 

（学生支援部長 山本 良夫） 

 

 

本学としては第 2 陣となる第 3 期派遣チームの学生 5 人は 8 月 16 日（火）夜，名古屋駅を夜

行バスで出発し，21 日（日）まで，宮城県気仙沼市の 2 中学校で活動した。活動日は 18 日

（木），19 日（金）の 2 日間だったが，小中学生の勉

強を見て回り，質問に答えては丁寧に教えるなど，一緒

に活動した宮城教育大学の学生，大学院生も高く評価し

ていた。現地では活動の合間を縫って被災地の様子を目

の当たりにするとともに，気仙沼市内の小学校で被災し，

児童，地域住民とともに学校で一夜を過ごした千葉順子

教諭から貴重な体験談を聞き，充実した 6日間を過ごし，

無事，愛知県に戻った。 

派遣メンバーは水野由佳さん（初等・社会，2 年），

佐藤初美さん（初等・家庭，2 年），梅田泰志さん（中等・数学，2 年），鈴木彩奈さん（初

第 2 陣第 3 期派遣（8/16-21） 

 



等・教育科学，3年），玉腰美那子さん（初等・教育科学，3年）。 

8 月 17 日（水）朝，仙台駅に到着した一行は，市バスで宮城教育大へ。同大職員から活動日

程，内容の説明を受け，震災で窓ガラスが割れた体育館など学内施設を見て回った後，バスに乗

車し，仙台駅で福岡教育大学の学生 5人を乗せて，宿泊先の気仙沼市へ向かった。途中，海岸に

近い国道沿いには船やさびた鉄くずと化した乗用車，倒壊

した家屋，なお寸断されたままの道路，橋，線路などが見

えると，バスのガラス越しにカメラで撮影していた。 

活動日の 18 日，19 日は朝，本学学生は 2 人と 3 人に分

かれて宿舎をタクシーに分乗して出発し，唐桑，津谷の 2

中学校へ向かった。学校では，20～30 人の児童生徒がそ

れぞれ持ち込んだ問題集や参考資料を基に自習を開始。本

学学生は宮城教育大学学生とともに席を回って，指導。中

には床に膝をついて児童生徒と向き合い，じっくり教える

学生の姿も見られた。19 日も小学生，中学生それぞれの

クラスで指導。津谷中学校では午後，中学１年，2 年，3

年と学年ごとに別の教室で指導。本学学生の一部はさなが

らクラス担任のように１人で十数人の生徒を指導。冗談を

言い合うなど，うち解けた雰囲気の中で「授業」を進めて

いた。 

被災地の現状を学生に見てもらおうと，18 日の夕方は

街が消え，市役所機能も壊滅的な打撃を受けた陸前高田市

視察を計画。津波にさらわれた地域や松林に奇跡的に残った１本の松を見て，全員で黙祷を捧げ

た。19 日は千葉先生に宿舎に来ていただき，約１時間話を聞くことができた。本学学生 5 人に，

ボランティア活動仲間の福岡教育大学，宮城教育大学学生も加わり，約 20 人が参加，震災前の

児童との対話やパニックにならないよう必死に耐えた学校

での生々しい様子を千葉先生が語ると，学生たちは熱心に

メモをとり，中には涙ぐむ学生もいた。質問も出され，皆，

防災教育とは何か，改めて考えていた。翌 20 日（土）朝，

千葉先生は宿舎を再訪。小学校を取材したテレビ番組のＤ

ＶＤとそれぞれ本学，福岡教育大，宮城教育大の学生に宛

てた手紙を持参され，「昨夜の話の補足資料になればあり

がたい」と話した。 

20 日午後には，やはり壊滅的な津波被害を受けた名取市の港を見に出かけ，最後に仙台城趾

を見学，バスで帰路につき，21日（日）朝に帰名し、6日間の日程を終了した。  

 （法人運営部長 中原道文） 

 

 

本学では今後も長期にわたって東日本大震災被災地への教育復興支援学生ボランティアの派遣を

続けていく予定です。引き続き、ボランティア登録を行っていますので、希望者は学生支援部長

の山本までお問い合わせください。  

℡：0566-26-2107  FAX：0566-26-2170  E-mail:yama.moto@office.aichi-edu.ac.jp 

 

 

 

 

 

 本学で生まれた食育キャラクター「食まるファイブ」がこのほど、商標登録された。 

 「食まるファイブ」は、2006 年に西村敬子教授（現・名誉教授、家政教育）の研究室の院生

が「食事バランスガイド」にちなんだ 5食の栄養指導手袋を考案したのが始まり。中指を主食エ

リアの黄色の「りきまる」、薬指を副菜エリアの緑色の「ベジまる」、人差し指を主菜エリアの

お知らせ・報告・投稿 

「食まるファイブ」商標登録と食育劇（報告） 

 

ボランティア登録について 

 



赤い「にくまる」、小指を果物エリアの紫の「フルーツまる」、親

指を牛乳・乳製品エリアの白い「ほねまる」と五つのキャラクター

にして、バランスのいい食生活の大切さを子どもたちに楽しみなが

ら学んでもらおうと誕生した。食まるファイブが協力して「メタボ

軍団」を倒す絵本に愛知県食育振興課が注目。同課が絵本を制作し

て県内の小学校に配布し、2007 年度からは小学校やイベント会場

で劇を上演するなどして、子どもたちの人気キャラクターに“成

長”。2010 年 6 月には東海地区のコンビニなどで、食まるファイ

ブのお弁当が期間限定で販売されて評判を呼んだ。 

 本学では「食まるファイブ」の商標登録を昨年 4月に特許庁に出

願し、今年 7 月 22 日付で登録された。本学としては初めての商標

登録で、今後は大学の財産として生かしていくことになる。 

 また、今年度も引き続き、食育劇の上演が決定。愛知県食育推進

課の事業として、9 月 5 日から約 2 ヵ月間で県内全

域の小学校と特別支援学校計 90 校で実施される予

定で、8 月 11 日（木）、18 日（木）、23 日（火）

には本学で稽古が行われた。緊急雇用創出事業によ

り雇用された人たちで構成された劇団が、本番さな

がらに衣装をまとって登場。西村名誉教授が「小学

生が興味を持ってくれるように、食まるが大切だと

伝えてください」とアドバイスして、一人ひとりの

動きを確認した。 

 

 

『学ぶポイントを絞ってエクセルのコツをつかもう！』を目標に、第 1 回目は 7 月 15 日（金）

午後 1時から，第 2回目は 8月 9日（月）午後 1時から，情報処理センターコンピュータ教室で

同センター主催のエクセル講習会を開催しました。第 1回目は、「とても便利」なのに、つまず

く人も多い『Vlookup 関数』。第 2 回目は、ショートカットキーやマウスとキーの組み合わせで

すばやく操作できる，覚えると便利な『エクセル操作

上の小技』を取り上げました。講師は第 1回・第 2回

とも土井が担当しました。 

「30 分プチエクセル講習会」と告知していました

が、業務で活用していただきたい内容が盛りだくさん

となり，時間をオーバーしてしまいました。それでも，

「わかりやすかった」「とても参考になった」という

感想をいただき、参加された方の「学ぶ意欲」に助け

られました。 

得意な方は自分で調べたりして使いこなしていけると思うのですが，ちょっとした苦手意識が

ある方や「どこから勉強して良いのかわからない」というような方も多いと思います。この講習

会では，そんな方が一歩踏み出せるような内容を心がけました。 

「次回も楽しみにしています」「定期的に開催してください」という声もたくさんいただきま

したので、今後も同じコンセプトで続け、他のソフトでも開催していけたらと思っています。今

後も試行錯誤しながらよりためになる講習会を目指しますので、ぜひお気軽にご参加ください。 

（情報図書課 情報システム係 土井宏美） 

 

 

8 月 9 日（木），「インターナショナルナイト」と題した交流イベントが国際交流会館前で開

催された。日本人ボランティア学生が留学生と交流し，日本の文化を紹介するのが目的。日本人

ボランティア学生は，国際交流センターが留学生との交流，学校生活支援を目的として募集して

おり，今年度初めての学内イベントとなった。 

教職員のためのエクセル講習会（報告） 

 

日本人ボランティアによる留学生との交流イベント（報告） 

 



この日は午前中から，留学生と日本人ボランティア

学生が協力して竹をきり，夕方から始まる流しそうめ

んの準備を行った。共同で作業を行うことによりお互

いの距離も縮まり，あちこちから楽しそうな会話が聞

こえてきた。午後 4時から始まった流しそうめんでは，

準備には参加できなかった留学生，日本人ボランティ

ア学生，計 40 名程集まり，にぎやかな時間を夏の風

物詩である，流しそうめん，かき氷などを食べて過ご

した。日本人ボランティア学生が積極的に留学生に話

しかける姿を見かけ，このイベントを通して，友好の

和が広がる一日になったのではないかと思う。次回は，

10月にバス貸し切りの日帰り見学旅行を計画している。  

 （教育創造開発機構運営課 国際交流センター 小林美和） 

 

 

◆愛知教育大学天文台「第 66回一般公開」 

  9月 3日（土） 18：00～20：30 入場無料、事前申し込み不要 

  18：00～19：00 天文ミニ講座「なぜ銀河は渦を巻く？」講師：澤武文教授 

  19：00～20：30 観望会「再び、夏の星雲・星団観望会」 

          ３Ｄ宇宙映像上映会（雨天の場合でも講座・上映会は実施） 

  詳細は天文台 HP を参照。 http://tenmon.phyas.aichi-edu.ac.jp/index.html 

 

◆愛知教育大学 学術講演会 寺脇氏が本学で「教育」を語る 

  9月 9日（金）15：00～17：00 （入場無料、学外の方も参加可能） 

  愛知教育大学本部棟 3階第五会議室 

  講師は寺脇研・京都造形芸術大学教授、演題「これからの教育を考える」 

  申し込みは 8月 31日まで。 

問い合わせは、総務課 ℡０５６６・２６・２１１５ 

         

◆現代アート「目からウロコ展 2011」 

  9月 10 日（土）～19日（火）10：00～17：00 水曜休館 入場無料 

  刈谷駅前商店街 駅前ギャラリー「スペースＡｑｕａ」 

  17 日（土）14：00～16：00 トークショー「こんなアートありですか？」 

        講師：加藤マンヤ 本学非常勤講師・現代アート作家 

  18 日（日）14：00～16：00 造形遊びワークショップ 

       「そんなことしてホントにいいの？」 小学生対象 参加有料 

        講師：本学美術科 2年生 

  問い合わせは、刈谷駅前商店街振興組合 ℡０５６６・２３・２４８８ 

      

 

     

 教育支援復興学生ボランティアの皆さんへの新聞社の取材に立ち会いました。インタビューに

応じた学生さんたちが「行ってよかった」と笑顔で話し，「教師を目指す人にはぜひ参加してほ

しい」と訴える姿が印象的でした。震災で非常時に教師が担う大きな役割が注目され，教員を目

指す学生たちに動揺が広がるのではと心配しましたが，彼らの話から，現実を見据えて危険を察

知して備えることの大切さ，教師の力量を考えさせられました。(Ｋ) 
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